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⼭と⽥との巡りを祝う 
 
 
権現さまのお守り 
 
 うーん、五、六年なっかわねぇ。おら家の⺟、権現さまのお祭り、「⾒っさ⾏ぎでぇ」どって、⾏っだ
から、おれも追っかげで⾏っで。あの梵天っで、⼀年⼀年つぅ（ずつ）、こう、作いいようにって、あれ、
紙っこ切ってね、ほして梵天つの上げたのね。 
 ほうしたっけ、ほれぇ、梵天、引っぱってっては、まぐれ（転がり落ち）てったんだと、吉⽥の若ぇ
者。下ぁ、崖ね。下に⽯、うんどあんだから。「あーあ、梵天引っぱってって、梵天のまくぇてはぁ、崖
落ってった。⽯さぶつかってぇ、あいつ、死ぬべわぁ」って、みんな、まがって（覗いて）⾒ったの。
「絶対死なねぇ。怪我もしねぇで、上がってくんべから、⾒でろぉ。男の⼈なんて、怪我なんどさしぇ
ねぇんだつから、権現さま。⾒でろぉ」つったのねゃ、おれ。したっけ、ほんと、どごも怪我しねぇで
上がってきたの。だから、ほして（若ぇ者）連できで、ご飯⾷てやったの。みんな、「ばんつぁんにゃ、
負けだなぁ」つったったねゃ。 
（『升沢にくらす』p.217） 
 
 
権現さまの祭り宿 
 
 うん、（権現さまのお祭りには）三百⼈のお客さんは泊まってね。「で、どうして寝たの」っつったっ
け、座ったままなんだって。（膝抱えて）このまんまして眠ってるんだって。そうやって、みんな⼀晩泊
まってるんだよって。 
 （三百⼈分の⾷事の⽀度は）ご飯、炊かないでね、⼤きなハガマにお湯を沸騰させて、⼤きなザルさ、
五升だら五升のご飯をザルがらみ（お湯に）⼊れてぇ、そしてこう、ヘラでかんますんだってや。熱湯
ぐらぐら沸騰してんの混ぜてね。そしてこう、プツプツんなって、つまんでみて、「ああ、このぐれぇだ
ら、将来はご飯なるなぁ」と思ったとき、それを上げて、⼤きいハギリっつうのあったんだぉね。ハギ
リっつぅ、桶んなね、それさドンッと空けて、蓋をしておいたんだって、⽊の蓋ね。それさ、なんぼぐ
らい、炊いて重ねといたもんかね、何回も重ね重ねしててね、そしてほら、下が好塩梅になるんだって。
こんど上と下とこう、混ぜるんだって、ご飯。そすと好塩梅のご飯になるんだって。 
 ハガマって、上が⽊で、底が鉄釜で、…ここまでが鉄釜ね、そこから上が桶になってんの。それをう
ちの⽅でウマ飼っておくから、冬、ウマの煮物煮るのに、私ら覚えるよになってから、使ったの。前は
（祭り宿の）ご飯したんだけっども、今は、ほんな⼤量お客さん泊まらねぇがら。朝ほら、ウマの餌切
るからね、ハギの元の⽅まで切れないから、ハギの⽊の末だけ、ウマの餌にしてぇ、元ぉこのくらい、
捨てるわけ。それを焚きながらウマの餌を作るわけ。 
 いま、ああゆう釜はどこにあるんだろうねぇ。 
（『升沢にくらす』p.217） 
 
 
 


